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（ふくい自治研）



第41回
地方自治研究全国集会



本日の内容

１ 鯖江市の紹介

２ 市民主役のまちづくり

・市民主役条例

・鯖江市役所JK課プロジェクト



・面積：８４．５９ｋ㎡(県内で２番目に狭い)

・人口： ６８，１７９人(２０２５年４月１日現在) 

・眼鏡、繊維、漆器 三大地場産業に特化したものづくり産業のまち

・鯖江モデル(市民主役、学生連携、オープンデータ)で注目されているまち

鯖江市について



ものづくり のまち さばえ



ものづくりのまち

・鯖江の繊維産業は、

繊維王国・福井県の中核を担っている。

繊維産業

・約1500年の歴史と伝統を有する越前漆器。

・業務用漆器の８割以上の生産シェアを誇る。

漆器産業

眼鏡産業

・国内生産シェア約９割以上を
占める眼鏡フレーム産地の中心地。

・今年で１２０周年の歴史の中で、
８０年代に世界初のチタン製眼鏡開発。



本日の内容

１ 鯖江市の紹介

２ 市民主役のまちづくり

・市民主役条例

・鯖江市役所JK課プロジェクト



鯖江市の”宝“

市民力

（人）

佐々木勝久 鯖江市長

2020年市長就任
現在、2期目



「おもてなしの心」 体操競技世界大会2度の開催

・1995（Ｈ  7）世界体操競技選手権大会
・1998（Ｈ10）体操ワールドカップ決勝大会

アジア初の小都市での開催
1995年10月1日、サンドーム福井で開幕。

この大会では56の国・地域から参加。開催期間中
（10/1～10/10）は延べ3万人のボランティアが協
力し、行政・市民が一体となった大会支援が行われ
た。

市民主役のはじまり

できる！



第２条 （基本理念）
１ わたしたちは、まちづくりの主役は市民であるという思いを共有し、
責任と自覚を持って積極的にまちづくりを進めます。

２ わたしたちは、まちづくりの基本は人づくりであることを踏まえ、
それぞれの経験と知識をいかし、共に学び、教え合います。

３ わたしたちは、自らが暮らすまちのまちづくり活動に興味、関心を持
ち、交流や情報交換を進めることで、お互いに理解を深め、協力し合い
ます。

４ 市は、協働のパートナーとしてまちづくりに参加する市民の気持ちに
寄り添い、その意思を尊重するとともに、自主自立を基本とした行政運
営を進めます

市民主役条例

わたしたち （市民および市をいう。）



◆提案型市民主役事業化制度（2011～）

市民主役条例推進委員会の提案で生まれた制度

できる！⇒ 自分事として参加してほしい
参加したいときの居場所づくり



学生連携のまちづくり

◆河和田アートキャンプ ◆地域活性化プランコンテスト

◆鯖江市役所JK課

2005年～ 2008年～

2014年～



Ｈ21 地域づくり総務大臣表彰団体部門
Ｈ26 GOOD  DESIGN  AWARD
Ｈ28 「第6回地域再生大賞」

 東海・北陸ブロック賞
R 7    20周年記念イベント実施

そのほかに・・・

電気通信大学、津田塾大学、明治大学、二本松学院、慶應義塾大学、

京都精華大学、金沢大学、福井大学、福井工業大学、福井高専、仁愛大学、

福井県立大学、国立情報学研究所

河和田アートキャンプ （2005～）

河和田アートキャンプは、2004年の福井豪雨をきっかけとして始まった。当初は災
害復興支援を中心としたアートプログラムであったが、年を経るごとにその様相を変え、
現在では地域の振興、交流と「絆」を主題に置いた事業に活動の幅を広げている。



鯖江市地域活性化プランコンテスト（2008～）

全国の学生が鯖江をより良くするためのプラ
ンを考え、プレゼンテーションをする地域活性
化プランコンテストを開催。
すでに18回開催され、東大、京大、慶応大、

早稲田大などから多数参加。内閣府地方創生推
進事務局、総務省、経済産業省、観光庁も後援。
地方新聞46紙と共同通信が設けた「第8回地

域再生大賞」の優秀賞を受賞 (2018.1.27)。

■地域活性化プランコンテストから誕生した主な事業

◆交流寺プロジェクト事業(Ｒ３年～)
外国籍の方が訪れやすいまちさばえを進めいく事業と
して、市内に数多くある寺院を拠点とした交流企画。

◆レッサーパンダプロジェクト(Ｒ7年)
本市が誇るインフルエンサー「レッサーパンダ」のアイドル
化を目指したプロモーションを展開。将来的に西山動物
園をレッサーパンダの聖地化とすることを目指す。



おとな版地域活性化プランコンテストから誕生した
「鯖江市役所ＪＫ課」(2014～)

まちづくりへの参加のきっかけは・・・
・大人の場合 → 誇り、やりがい
・ＪＫの場合 → かっこいい、おしゃれ、かわいい、おいしい、きれい

13人でスタートした鯖江市役所JK課は、現在、10期生が32人。
JK課に参加した人数は通算100名を超え、その内16人がJKOG課を立ち上げ、
2020年よりJK課のサポートを行っている。市役所に入った子も！



鯖江市役所ＪＫ課プロジェクト

女子高生が主役となった

まちづくり推進プロジェクト

Since 2014.4.14



16

関心のない代表格

「女子高生」を巻き込めれば 

いろんな世代を巻き込める！？

女子高生が

自由な環境下で活動すれば

予想外の化学反応が

生まれるのではないか！？



やりたいことは自分たちで決める ゆるい雰囲気のおしゃべり
の中にヒントがある

ゴミ拾い企画 
「ピカピカプラン」

伝統薬味 山うに PR
ローソン新商品製作



りんちょ

大人に何を言っても、大人は、
ただ否定するだけだった。
でも、ＪＫ課では、違った。

18

しもけん

鯖江市はこれまで住むだけの
場所だったけど、今は自分の
居場所になった。

くろたると

学校でも、部活でも、バイトでも
できないことがJK課ではできる。

JK課やってみて
どうだった？



なにか楽しい

じぶんごと
主権者意識

↓
若者はどうせ無関心

×
大人の常識や型を

押し付ける

×

一緒にしゃべって、
一緒に悩んで、
一緒に喜ぶ。

NNNドキュメント (2020.6.7 日本テレビ)
「私たち...JK課～イマドキ女子だからできること～」

JK課事業の評価として・・・
・平成27年度ふるさとづくり大賞地方自治体表彰(総務大臣賞)受賞

(H28.1.23)
・高校現代社会副読本(表紙)、高校家庭科副読本(内容) として全国的
に利用(H28～H30)

・(一社)自治体国際化協会が「日本の先進自治体による優良施策」に鯖
江市役所JK課が紹介

JK課事業から広がる活動の輪として・・・
・鯖江市OC課の結成
・鯖江市JKOG課の結成
・他自治体等でJK課事業の実施
豊橋市役所JK広報室(愛知県),＃高田JK会議所(新潟県),
湖南市役所JK課(滋賀県),日野町役場JK課(鳥取県) など

鯖江市役所ＪＫ課の評価と横展開



ありがとうございました
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